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茨
城
県
と
茨
城
県
消
防
協
会
の

共
催
に
よ
る
消
防
大
会
が
、
十
月

二
十
九
日
、
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

に
引
き
続
き
、
午
前
十
時
五
十
分

か
ら
多
数
の
ご
来
賓
並
び
に
消
防

関
係
者
の
出
席
の
も
と
、
県
立
消

防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
次
の
式
次
第
の
と
お
り

滞
り
な
く
進
め
ら
れ
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
章
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一　

開
会
の
こ
と
ば
（
澤
畑
副
会

長
〔
ひ
た
ち
な
か
市
団
長
〕）

二　

国
歌
斉
唱

三　

式
辞（
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
）

四　

表
彰

　

・
知
事
表
彰
（
橋
本
知
事
）

　

・
消
防
協
会
長
表
彰
（
葉
梨
会

長
）

五　

祝
辞

　

・
西
條
昌
良
茨
城
県
議
会
議
長

　

・
小
西
栄
造
茨
城
県
市
長
会
副

会
長
（
結
城
市
長
）

六　

謝
辞
（
米
川
団
長
〔
阿
見
町

団
長
〕）

七　

決
議
（
野
口
副
会
長
〔
神
栖

市
団
長
〕）

　

裾
野
市
消
防
団
は
、
団
員
数

二
百
四
十
人
（
う
ち
女
性
団
員

二
十
人
）で
、平
成
八
年
四
月
に
初

め
て
女
性
消
防
団
員
を
採
用
し
、

小
泉
部
長
は
発
足
時
か
ら
の
女
性

団
員
だ
そ
う
で
す
。
女
性
団
員
の

活
動
は
、
普
通
救
命
講
習
会
の
開

催
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
防

火
訪
問
が
中
心
で
す
が
、
可
搬
ポ

ン
プ
や
消
火
栓
の
取
扱
訓
練
な
ど

も
実
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

次
に
意
見
発
表
と
し
て
、
常
陸

太
田
市
消
防
団
の
青
砥
真
奈
美
さ

ん
か
ら
「
発
足
か
ら
現
在
ま
で
の

活
動
！
そ
し
て
今
後
の
課
題
」
と

題
し
て
、
ま
た
河
内
町
消
防
団
の

吉
川
鋭
子
さ
ん
か
ら
は
「
団
員
の

優
し
さ
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
青
砥
さ
ん
は
、
団
員
歴
五
年

で
女
性
消
防
団
結
成
当
初
か
ら
、

ま
た
吉
川
さ
ん
は
団
員
歴
九
年
で

現
在
分
団
長
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
「
共
に
守
る
！
明
日
の

た
め
に
」
と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
勿
論
、

本
県
女
性
消
防
団
員
の
中
で
知
ら

な
い
人
は
い
な
い
東
京
都
赤
羽
消

防
団
副
団
長
の
小
澤
浩
子
さ
ん
、

パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
団
長
歴
六
年
で

目
下
女
性
消
防
団
結
成
に
向
け
奮

闘
中
の
龍
ケ
崎
市
消
防
団
・
信
田

東
男
団
長
、
団
長
歴
三
年
で
県
下

最
大
の
女
性
消
防
団
員
数
を
誇
り

来
年
度
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

出
場
に
意
欲
を
燃
や
す
北
茨
城
市

消
防
団
・
飛
田
和
義
団
長
、
団
歴

二
年
の
笠
間
市
消
防
団
・
米
川
容

子
班
長
、
同
じ
く
団
歴
二
年
の
那

珂
市
消
防
団
・
後
藤
京
子
部
長
、

団
歴
六
年
の
阿
見
町
消
防
団
・
浅

野
奉
子
班
長
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

講
演
い
た
だ
い
た
裾
野
市
消
防

団
・
小
泉
部
長
に
お
願
い
し
、
約

状
況
は
、
十
月
現
在

で
三
十
二
の
消
防
団

に
設
置
さ
れ
、
更
に

二
十
三
年
四
月
に
も

い
く
つ
か
の
消
防
団

に
設
置
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
成
果

を
参
考
に
、
今
後
の

女
性
消
防
団
活
動
が

充
実
発
展
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

崎
県
と
鹿
児
島
県
が
先
の
口
蹄
疫

発
生
に
伴
う
諸
般
の
事
情
か
ら
出

場
を
辞
退
、
愛
知
県
が
開
催
地
と

言
う
こ
と
で
二
チ
ー
ム
出
場
）
の

精
鋭
が
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

昼
食
を
挟
ん
だ
午
後
一
時
半
す

ぎ
、
い
よ
い
よ
常
総
市
消
防
団
の

出
番
と
な
り
、
念
願
の
「
優
勝
」

目
指
し
て
六
名
の
選
手
達
が
第
二

コ
ー
ス
で
持
て
る
力
を
発
揮
し
ま

し
た
。
応
援
席
で
は
そ
の
動
き
の

一
つ
一
つ
を
、
息
を
呑
ん
で
見
つ

め
、
標
的
が
倒
れ
る
た
び
に
歓
声

を
あ
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、

　
　

第
一
線　

五
一
・
五
六
秒

　
　

第
二
線　

六
六
・
七
二
秒

　
　

総
得
点　

一
八
〇
・
〇
点

で
し
た
。

　

常
総
市
消
防
団
の
皆
さ
ん
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
長
い
間
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。

一
時
間
に
わ
た
り
女
性
消
防
団
結

成
に
あ
た
っ
て
の
課
題
や
難
し

さ
、
ま
た
、
結
成
後
の
活
動
内
容

や
そ
の
効
果
、
苦
労
話
な
ど
、
小

澤
さ
ん
の
巧
み
な
リ
ー
ド
で
お
話

し
が
聞
け
、
参
考
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

第
二
部
は
、
会
場
を
二
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
移
し
、
恒
例
と
な
っ

た
意
見
交
換
会
で
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
お
忙
し
い

中
、
橋
本
知
事
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
栗
田
生
活
環
境
部
長
等
の
県

幹
部
や
小
泉
講
師
、
小
澤
講
師
な

第２線延長に全力で走る２番員

八　

万
歳
三
唱（
米
川
副
会
長〔
阿

見
町
団
長
〕）

九　

閉
会
の
こ
と
ば
（
澤
畑
副
会

長
〔
ひ
た
ち
な
か
市
団
長
〕）

【
市
町
村
優
良
消
防
機
関
】

　

龍
ケ
崎
市
消
防
団　

他
七
団

　

水
戸
市
消
防
本
部　

他
一
本
部

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

◎
勤
続
五
十
年
以
上

　

ひ
た
ち
な
か
市
消
防
団

　

副
団
長　

黒
澤　

洋
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
一
名

◎
勤
続
四
十
年
以
上

　

常
総
広
域
消
防
本
部

　

消
防
正
監　

松
㟢　

淳
一

　
　
　
　
　
　
　
　

他
六
十
七
名

◎
勤
続
三
十
年
以
上

　

行
方
市
消
防
団　

副
団
長

　

飯
島　

健
治　

他
百
四
十
六
名

◎
勤
続
二
十
年
以
上

　

古
河
市
消
防
団　

副
団
長

　

内
田　

信
一

　
　
　
　
　
　

他
四
百
二
十
八
名

【
民
間
優
良
消
防
機
関
等
】

　

大
生
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ（

常
総
市
）

　

消
防
協
会
と
し
て
も
、
長
い
間

選
手
の
皆
様
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
、
ご
家
族
や
地
域
、
指
導
者
、

市
当
局
等
多
く
の
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
大
会
優
勝
し
た
の

は
、
常
総
市
消
防
団
の
後
に
出
場

し
た
鳥
取
県
江
府
町
消
防
団
で
、

総
得
点　

一
八
七
・
〇
点

で
し
た
。

【
優
良
分
団
表
彰
】

　

牛
久
市
消
防
団
第
十
一
分
団

他
三
十
七
分
団

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　

美
浦
村
消
防
団　

副
団
長

　

下
村　

幹
男　
　

他
五
十
六
名

【
功
労
章
】

　

常
陸
太
田
市
消
防
団　

分
団
長

　

平
沢　

平
次

　

他
二
百
六
十
二
名

【
優
良
消
防
職
員
】

　

鹿
島
地
方
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長　

青
野　

稔

　

他
五
十
三
名

【
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
】

　

鹿
嶋
市
消
防
団

　

副
団
長　

木
之
内　

博
道

　

夫
人　
　

木
之
内　

博
子

他
百
二
十
九
名

【
親
子
消
防
団
員
】

　

阿
見
町
消
防
団

　

団
長　

米
川　

幸
雄

　

部
長　

山
本　

み
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
四
組

【
消
防
団
分
団
後
援
会
】

　

河
内
町
消
防
団
後
援
会
弐
千
の

会　
　
　
　
　
　

他
三
後
援
会

茨
城
県
知
事
表
彰

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰米川団長（阿見町）からの代表謝辞

葉梨会長による永年勤続功労章授与

四
千
人
超
の
大
応
援
団
が
詰
め
か

け
、
会
場
は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

熱
気
と
興
奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
葉
梨
会
長
を
は

じ
め
、
県
や
近
隣
の
消
防
団
、
広

域
消
防
本
部
関
係
者
等
、
大
勢
の

参
加
が
あ
り
、
地
元
の
応
援
団
な

ど
は
大
型
バ
ス
を
仕
立
て
、
夜
を

徹
し
て
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
、
選
手
団
の
一
糸
乱

れ
ぬ
規
律
の
も
と
堂
々
の
入
場
行

進
が
始
ま
り
会
場
が
沸
き
立
ち
ま

し
た
。

　

午
前
十
時
、
い
よ
い
よ
競
技

が
始
ま
り
、
ポ
ン
プ
車
の
部
・

二
十
三
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
・
二
十
三
チ
ー
ム
（
今
回
は
宮

　

平
成
十
九
年
度
の
当
協
会
総

会
（
理
事
会
・
評
議
員
会
）
決
議

『
概
ね
三
年
程
度
で
県
内
全
市
町

村
に
女
性
消
防
団
を
結
成
す
る
』

を
受
け
て
、
女
性
消
防
団
の
活
動

事
例
等
を
紹
介
し
な
が
ら
、
女
性

消
防
団
の
結
成
を
促
進
し
、
併
せ

て
県
内
女
性
消
防
団
員
の
交
流
を

促
す
た
め
、
四
回
目
と
な
る
女
性

消
防
団
結
成
促
進
大
会
を
十
一
月

二
十
四
日
、
県
庁
九
階
の
講
堂
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
最
初
に
総
務
省
消

防
庁
消
防
団
員
確
保
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
し
て
い
る
静
岡
県
裾
野
市
消

防
団
本
部
部
長
の
小
泉
秀
子
さ
ん

に
「
裾
野
市
消
防
団
の
活
動
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

健闘した常総市消防団の選手
（長谷川市長・沼尻団長・寺田副団長と共に） 意見交換会で（橋本知事と共に）

第
四
回
の
茨
城
県

女
性
消
防
団
結
成

促
進
大
会
を
開
催

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二

日
、
第
二
十
二
回
全
国
消
防
操
法

大
会
が
愛
知
県
蒲
郡
市
の
「
蒲
郡

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
」
で
開
催
さ

れ
、
茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し

た
常
総
市
消
防
団
（
旧
常
総
市
石

下
消
防
団
）
が
、
ポ
ン
プ
車
の
部

に
お
い
て
、
全
国
の
強
豪
を
相
手

に
堂
々
た
る
操
法
を
披
露
し
、
見

事
「
準
優
勝
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　
（
常
総
市
石
下
消
防
団
は
、
こ

の
全
国
大
会
に
連
続
三
回
出
場

し
、
前
回
も
「
準
優
勝
」
に
輝
い

て
い
ま
す
。）

　

当
日
は
、
時
よ
り
強
風
が
吹
き

抜
け
、
肌
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
る
気

温
で
し
た
が
、特
設
ス
タ
ン
ド
に
は

第
二
十
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会
に
お
い
て

常
総
市
消
防
団
が
見
事
「
準
優
勝
」

１番員による第１線放水

パネルディスカッションの様子

小泉部長による講演

ど
に
も
ご

参
加
を
い

た
だ
い

て
、
大
い

に
交
流
を

図
る
こ
と

が
出
来
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら

の
活
動
の

結
果
、
女

性
消
防
団

の
結
成



茨城県代理店

消防ポンプ自動車　消防用ホース
消火器　消防服装
消防資機材用品一式

V75ESからV10Fまで
　豊富な機種でお客さまのご要望に
　お応えいたします。

パナソニック

茨 城 消 防 昭和41年９月30日
第三種郵便物認可　 第616号 ⑵平成22年12月15日（２．３．６．８．10．12月15日発行）

　

茨
城
県
消
防
協
会
主
催
に
よ
る

消
防
殉
職
者
の
慰
霊
祭
が
、
平
成

二
十
二
年
十
月
二
十
九
日
（
金
）

十
時
か
ら
、
県
立
消
防
学
校
に
建

立
さ
れ
て
い
る
「
殉
職
消
防
団
員

職
員
之
碑
」
の
前
に
お
い
て
、
遺

族
を
は
じ
め
茨
城
県
の
橋
本
知
事

な
ど
多
数
の
来
賓
及
び
県
内
の
消

年
に
消
防
人
揺
籃
の
地
で
あ
る
現

在
地
に
建
立
さ
れ
、
毎
年
秋
に
一

回
、
消
防
協
会
主
催
で
慰
霊
祭
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

一　

開
会
の
こ
と
ば
（
澤
畑
副
会

長
〔
ひ
た
ち
な
か
市
団
長
〕）

二　

黙
と
う

三　

祭
主
挨
拶
（
葉
梨
会
長
）

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

四　

追
悼
の
言
葉

　

・
橋
本
昌
知
事

　

・
西
條
昌
良
茨
城
県
議
会
議
長

　

・
小
西
栄
造
茨
城
県
市
長
会
副

会
長
（
結
城
市
長
）

　

・
田
中
輝
夫
日
本
消
防
協
会
福

祉
部
長

五　

花
輪
献
上
（
葉
梨
会
長
・
針

平成22年度
茨城県消防殉職者慰霊祭

○
加か

藤と
う　

一い
ち

郎ろ
う

（
七
十
）

　

元 

水
戸
市
消
防
本
部

　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

四
十
一
年
十
月

　

東
茨
城
郡
城
里
町
上
入
野
在
住

○
新あ

ら

井い　

章あ
き
ら

（
七
十
）

　

元 

境
町
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

四
十
一
年

　

猿
島
郡
境
町
蛇
池
在
住

○
榎え

の
き

戸と　

實み
の
る

（
七
十
七
）

　

元 

つ
く
ば
市
消
防
団

　

副
団
長

　

消
防
歴　

五
十
二
年

　

つ
く
ば
市
杉
木
在
住

○
菅す

が

谷や　

藤と
う

衛え

（
七
十
二
）

　

元 

鉾
田
市
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

五
十
一
年
二
月

　

鉾
田
市
中
居
在
住

○
安あ

島じ
ま　

正ま
さ

雄お

（
八
十
四
）

　

元 

常
陸
太
田
市
消
防
団

　

分
団
長

　

消
防
歴　

四
十
三
年

　

常
陸
太
田
市
真
弓
町
在
住

○
岩い

わ

間ま　

輝て
る

亘の
ぶ

（
七
十
三
）

　

元 

高
萩
市
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

四
十
二
年
十
一
月

　

高
萩
市
東
本
町
在
住

○
宇う

佐さ

美み　

敬け
い

（
八
十
二
）

　

元 

常
澄
村
消
防
団　

分
団
長

　

消
防
歴　

四
十
四
年
一
月

　

水
戸
市
六
反
田
町
在
住

○
大お

お

山や
ま　

等ひ
と
し

（
七
十
三
）

　

元 

玉
里
村
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
一
年
五
月

　

小
美
玉
市
栗
又
四
ケ
在
住

○
篠し

の

嵜ざ
き　

忠た
だ

夫お

（
七
十
五
）

　

平
成
二
十
二
年
秋
の
叙
勲
・
褒

章
受
章
者
が
十
一
月
三
日
に
総
務

省
か
ら
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
秋
の
叙
勲
が

十
三
名
、
第
十
五
回
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
が
十
三
名
、
藍
綬
褒
章

が
一
名
、
合
計
二
十
七
名
の
皆
様

が
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、
秋
の
叙
勲
が
十
一

月
十
日
（
日
本
青
年
館
）、
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
が
十
一
月
十
二

日
（
日
比
谷
公
会
堂
）、
秋
の
褒

章
が
十
一
月
十
一
日
（
ス
ク
ワ
ー

ル
麹
町
）、そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、

同
日
の
午
後
に
は
、
皇
居
内
に
お

い
て
拝
謁
も
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

受
章
者
の
皆
様
の
永
年
に
わ
た

る
ご
尽
力
と
ご
功
績
に
対
し
、
心

か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

以
下
、
順
不
同
に
て
受
章
者
の

略
歴
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
（　

）
は
発
令
日
現
在
の
年
齢

○
市い

ち

原は
ら　

忠た
だ
し

（
七
十
一
）

　

元 

日
立
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
九
年
五
月

　

日
立
市
日
高
町
在
住

○
金か

ね

田だ　

亮り
ょ
う

（
六
十
六
）

　

元 

取
手
市　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

三
十
七
年

　

取
手
市
野
々
井
在
住

○
川か

わ

㟢さ
き　

由よ
し

夫お

（
七
十
一
）

　

元 

日
立
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
九
年
五
月

　

那
珂
市
飯
田
在
住

秋
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

　

元 

五
霞
村
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

三
十
二
年

　

猿
島
郡
五
霞
町
小
手
指
在
住

○
飛と

び

田た　

榮え
い

續つ
ぐ

（
七
十
）

　

元 
那
珂
市
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
八
年

　

那
珂
市
中
台
在
住

○
永な

が

井い

一い
ち

郎ろ
う

衛え

門も
ん

（
六
十
九
）

　

元 

友
部
町
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
六
年
三
月

　

笠
間
市
友
部
駅
前
在
住

○
橋は

し

本も
と　

勤つ
と
む

（
七
十
三
）

　

元 

東
海
村
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

二
十
九
年
四
月

　

那
珂
郡
東
海
村
豊
岡
在
住

○
福ふ

く

田だ　

剛た
け
し

（
七
十
四
）

○
菅す

が

谷や　

茂し
げ
る

（
七
十
七
）

　

元 

土
浦
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
四
年
四
月

　

土
浦
市
田
村
町
在
住

○
助す

け

工く　

嘉よ
し

一か
ず

（
七
十
二
）

　

元 

取
手
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
六
年
八
月

　

土
浦
市
右
籾
在
住

○
田た

口ぐ
ち　

直な
お

文ぶ
み

（
六
十
八
）

　

元 

笠
間
広
域　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
六
年
六
月

　

笠
間
市
大
渕
在
住

○
冨と

み

山や
ま　

勝か
つ

康や
す

（
七
十
一
）

　

元 

茨
城
西
南　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
六
年
二
月

　

坂
東
市
岩
井
在
住

○
中な

か

山や
ま　

保た
も
つ

（
六
十
五
）

　

元 

土
浦
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
一
年
一
月

　

つ
く
ば
市
小
山
在
住

秋の叙勲伝達式（11/10）

藍
綬
褒
章

○
二ふ

た

重え

作さ
く　

惣そ
う

司じ

（
六
十
二
）

　

現 

鉾
田
市
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
二
年
十
月

　

鉾
田
市
借
宿
在
住

平
成
二
十
二
年
度

秋
の
叙
勲
・
褒
章

南
米
チ
リ
鉱
山
の
ト
ン
ネ
ル
内
落

盤
事
故
で
地
中
の
「
暑
い
」
中
か

ら
作
業
員
全
員
が
無
事
生
還
し
た

こ
と
、
突
入
温
度
一
万
度
と
い
う

「
暑
さ
」
に
耐
え
、
無
事
帰
還
し

た
「
は
や
ぶ
さ
」
な
ど
、
勇
気
と

未
来
へ
の
希
望
を
く
れ
た
こ
と
な

ど
が
選
ば
れ
た
理
由
で
し
た
。

　

経
済
の
低
迷
や
雇
用
不
安
な

ど
、
将
来
に
期
待
を
持
て
な
い
ご

時
世
で
す
が
、
僅
か
で
も
希
望
を

抱
き
来
年
こ
そ
は
「
熱
い
」
年
に

し
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
（
な
）

編 

集 

後 

記

　

今
年
の
漢
字
は「
暑
」で
し
た
。

　

今
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
、
そ
れ

に
伴
う
野
菜
価
格
の
高
騰
、
熊
な

ど
も
人
里
に
出
没
し
、
生
活
・
環

境
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
や

危険業務従事者叙勲伝達式（11/12）

替
圭
子
様
〔
遺
族
代
表
〕）

六　

献
花

七　

遺
族
代
表
謝
辞

　

・
小
竹
泰
子
様
ほ
か
（
元
茨
城

西
南
広
域
消
防
本
部
）

八　

閉
会
の
こ
と
ば
（
米
川
副
会

長
〔
阿
見
町
団
長
〕）

花輪を献上する葉梨会長と針替圭子様

橋本知事の追悼の言葉

葉梨会長の祭主挨拶

防
職
団
員
等
が
参
列
し
、

こ
れ
ま
で
の
殉
職
者
と
今

回
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
茨

城
西
南
広
域
消
防
本
部
の

消
防
職
員
（
三
柱
）
を
併

せ
、
七
十
八
柱
の
功
績
を

偲
び
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
殉
職
消
防
団
員
職
員

之
碑
」
は
、
昭
和
五
十
七

藍綬褒章を受章した
二重作消防団長
（鉾田市）

　

元 

日
立
市
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

四
十
八
年
八
月

　

日
立
市
大
和
田
町
在
住

○
畑は

た

岡お
か　

智さ
と
し

（
六
十
七
）

　

元 

笠
間
広
域　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
八
年
六
月

　

笠
間
市
福
田
在
住

○
塙は

な
わ　

英ひ
で

穗お

（
六
十
六
）

　

元 

鹿
島
南
部　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
一
年
五
月

　

香
取
郡
東
庄
町
小
南
在
住

○
山や

ま

口ぐ
ち　

秋あ
き

夫お

（
六
十
六
）

　

元 

稲
敷
広
域　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
九
年
十
一
月

　

龍
ケ
崎
市
大
徳
町
在
住

○
山や

ま

㟢ざ
き　

宣の
ぶ

男お

（
七
十
五
）

　

元 

鹿
島
南
部　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

三
十
八
年
三
月

　

鹿
嶋
市
武
井
釜
在
住

○
渡わ

た

辺な
べ　

稔み
の
る

（
七
十
一
）

　

元 

筑
西
広
域　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

三
十
八
年
十
一
月

　

筑
西
市
折
本
在
住

　

今
年
度
の
消
防
職
員
初
任
教
育

は
五
年
ぶ
り
に
二
期
制
と
な
っ
た

た
め
、前
期（
第
八
十
九
期
）初
任

科
生
が
巣
立
っ
た
後
を
受
け
、
後

期（
第
九
十
期
）の
入
校
式
が
、
十

月
六
日（
水
）午
前
十
時
か
ら
県
立

消
防
学
校
に
お
い
て
、
県
内
十
一

初
心
に
返
り
，
こ
れ
か
ら
の
半
年

間
、
消
防
学
校
で
心
身
の
鍛
錬
と

消
防
職
員
と
し
て
必
要
な
知
識
・

技
能
を
習
得
し
、
新
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
消
防
の
担
い
手
と
し
て
巣

立
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
。

消
防
本
部
か
ら
総
勢
三
十
九
名
の

学
生
を
迎
え
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
入
校
生
紹
介
、
学
生

宣
誓
に
続
き
、
式
辞
（
岩
島
学
校

長
）、
知
事
告
辞
（
遠
藤
県
消
防

防
災
課
長
）、
続
い
て
県
消
防
協

会
長
の
来
賓
祝
辞
（
鈴
木
専
務
理

事
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

既
に
半
年
間
、
各
消
防
本
部
に

お
い
て
先
輩
方
か
ら
指
導
を
受
け

て
こ
ら
れ
た
学
生
諸
君
で
す
が
、

学生宣誓をする水戸市消防本部の
仲根雄一郎消防士

県立消防学校
初任科（後期）入校式


